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○ 論点Ｂ：現世代としての取組はどうあるべきか（資料１） 

 

・資料１の６ページの核種分離・変換技術に関し、現在文部科学省が策定中の「も

んじゅ」の新たな研究計画では、廃棄物の低減・低毒化を研究の大きな柱とし

て推進することとしている。 

放射性廃棄物の最終処分地選定に向けた議論を進める一方で放射性廃棄物につ

いて最先端の科学技術を追求することが重要であり、国際的な連携と国民理解

の下、「もんじゅ」を中核として放射性廃棄物の低減・低毒化の研究開発を積極

的に進めるべき。 

 

 

・使用済み燃料をプラント内にとどめたまま最終処分の手段も明確にならない状

況で廃炉の議論を進めることはできない。立地地域にとって使用済み燃料の中

間貯蔵は最終処分地の決定に先立ち解決しなければならない切迫した課題であ

る。国は中間貯蔵や最終処分をはじめとする使用済み核燃料対策について早急

に消費地を交えた協議を行う必要がある。 

 


